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〔細　則〕

試験依頼書に添付する関係文書の様式，体裁は依頼会社の様式，体裁による．また，関係文書は下記によるものとする．できる限りA4判を用いる．

1) 仕様書
a) 型式　b) 性能　c) 構造・材質　の詳細が明記されていること．

2) 図面類
a) 外形寸法　b) その他仕様書を補足する事項等が明記されていること．

3) 社内自主検査報告書

a) 仕様書および図面類に記載された事項の検査方法を項目ごとに具体的に検査する方法とその合格基準を明記したものであること．
b) 
社内自主検査方法に基づき検査された各項目がチェックシートとして完備したものであり，且つ自主検査結果が全て合格したものであること（ただし，気流バランス試験は必須ではない）．

4) 製造工場概要

a) 工場名　b) 所在地　c) 従業員　d) 工場組織　
e) キャビネット製造に関わる特殊設備・機器
f) 外注工場が明記されていること．
5) 品質管理組織

表3の管理基準が確立されていることが明記されていること．

表3.　品質管理組織
	
	項目
	基準

	1
	品質管理組織
	a) 品質管理に関する全体組織の確立と設計，製造，検査の3部門の独立
b) 上記3部門に責任者常駐

	2
	製造工程管理体制
	a) 規格，図面等の管理体制の確立
b) 各工程ごとの管理品質基準の確立
c) 在庫品管理体制の確立
d) 設備の保全管理体制の確立

	3
	受入検査，工程検査
及び完成検査体制
	a) 検査判定基準の確立
b) 計測器，ゲージ類の精度管理体制の確立
c) 品質情報のフィードバック体制の確立

	4
	クレーム処理体制
	a) クレーム処理手順の確率
b) クレーム情報フィードバック体制の確立

	5
	アフターサービス体制
	a) 製品納入後の部品供給体制の確立
b) 保守サービス体制の確立
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検査体　　名　称　　

型　番　　
依頼社名　

所在地　

担当者　

Tel　　

Fax　 

社内検査
担当社名　

所在地　

担当者　

Tel　 

Fax　

社内判定（＊気流バランス試験の結果は必須ではない）
	


書類審査用項目

a：合格

b：非該当項目

x：記載なし、または不十分

y：不合格

z：コメント欄にコメント記載の項目

	全体像
	a
	b
	x
	Y
	z

	製造工場概要
	
	
	
	
	

	品質管理体制
	
	
	
	
	

	仕様書
	
	
	
	
	

	図面類＃
	
	
	
	
	


	項目別
	材質・規格等

	1
	材料

	1.1
	作業域内面
	

	1.2
	外面・その他の内面
	

	1.3
	ガラス窓
	

	1.4
	塗装
	

	1.5
	プラスチックス
	

	1.6
	溶接
	

	1.7
	ガスケット・シーラント
	

	1.8
	消音材
	

	1.9
	hard solder
	

	2
	デザイン・構造

	2.1
	清掃が容易なこと
	

	2.2
	除染が容易なこと
	

	2.3
	プレナムのデザイン＃
	

	2.4
	内部凹角面＃
	

	2.5
	外部角
	

	2.6
	接合部
	

	2.7
	取り付け法　外面
	

	2.8
	取り付け法　内面
	

	2.9
	溶接・ハンダ・シーラント
	


	項目別
	材質・規格等

	2.10
	取り外し可能なパネル
	

	2.11
	床掃除に適した構造
	

	2.12
	脚部
	

	2.13
	補強材
	

	2.14
	固定パネル
	

	2.15
	扉・カバー
	

	2.16
	照明ルーバ
	

	2.17
	レール
	

	2.18
	HEPAフィルタ
	

	2.19
	ガスケット・シーラント
	

	2.20
	配管
	

	2.21
	送風機（＃性能曲線）
	

	2.22
	配線＃
	

	2.23
	照明
	

	2.24
	差圧計
	

	2.25
	シンク
	

	2.26
	整流板
	

	2.27
	外寸
	

	2.28
	銘板＃
	


　　

試 験 結 果 要 約

	試験項目
	判　定
	設定値

	1
	密閉度試験
	(　　　　　　　　法)
	
	

	2
	HEPAフィルタ
	走査試験
	
	

	3
	風速・風量試験
	吹出し風速試験
	
	A

	
	
	
	
	B

	
	
	
	
	C

	
	
	流入風速試験
	
	

	4
	気流方向試験
	下向層流
	
	

	
	
	前面パネル内側
	
	

	
	
	前面開口部周囲
	
	

	
	
	可動型前面パネル
	
	

	5
	気流バランス試験＊
	作業者の安全性試験
	
	

	
	
	試料保護試験
	
	

	
	
	相互汚染防止試験
	
	

	6
	流入風速代替法（前面開口部の熱線式風速計測定法）
	

	7
	騒音試験
	

	8
	照度試験
	

	9
	振動試験
	

	10
	シンクの漏水試験
	

	11
	絶縁抵抗試験
	

	12
	耐電圧試験
	

	13
	安定度試験
	転倒試験
	

	
	
	ねじれ試験
	

	
	
	作業台のひずみ試験
	

	
	
	傾き試験
	

	14
	送風機の性能試験
	

	15
	総　　合
	


注　社内自主検査はJIS K 3800:2009の試験方法に基づき検査を行う．

注　流入風速試験に対する代替法を申請する場合には，方法，結果，注意事項などを記載した書類を添付すること．

項 目 別 試 験 結 果

1. 密閉度試験
a)
正圧維持法・石鹸法・ヘリウムガス法・六ふっ化硫黄ガス法のいずれかを行う．陽圧汚染プレナムが直接外壁に接するキャビネットにはヘリウムガス法もしくは六フッ化硫黄ガス法を行う．
2.
正圧維持法
検査日　　　　　年　　　月　　　日

2.1
根拠・方法・合格値：規格<　JIS K 3800:2009 5.1.1　>
a)
前面開口部と排気口を密閉し，圧縮空気を用いてクラスⅡキャビネット内を500 Paに加圧した後，30分後の内圧低下が10%以内であること．
2.2
測定器等
加圧方法：

差圧計：
密閉方法：

2.3 結　果
	加　　圧
	内　　圧
	

	開始時刻
	時　　 分
	Pa
	

	終了時刻
	時　　 分
	Pa
	

	経過時間
	 分
	減圧　　　　　　　　　　Pa

%
	?　　　10％
（y，n）


2.4
正圧維持試験判定
	判　定
	


3.
石鹸法
検査日　　　　　年　　　月　　　日
3.1
根拠・方法・合格値：規格<　JIS K 3800:2009 5.1.2　>
a)
前面開口部と排気口を密閉し，圧縮空気を用いてクラスⅡキャビネット内を500 Paに加圧した状態を維持し，すべての溶接部，接合部，貫通部に発泡を認めないこと
3.2
測定器等
加圧方法：　

差圧計：　
密閉方法：　

発泡材：　

3.3
結　果
	加　　圧
	内　　圧

	開始時刻
	時　　分
	Pa　

	終了時刻
	時　　分
	Pa　

	経過時間
	分
	

	溶接部，接合部，貫通部に発泡を認めたか？　(y，n)


3.4
石鹸法試験判定
	判　定
	


4.
ヘリウムガス法・六ふっ化硫黄ガス法
検査日　　　　　年　　　月　　　日
4.1.
根拠・方法・合格値：規格<　JIS K 3800:2009 5.1.3, 5.1.4　>
a)
密閉したクラスⅡキャビネット内にヘリウムガスもしくは六ふっ化硫黄ガスを導入し，500 Pa  (50mmH2O)に加圧した状態で，ヘリウムガスでは溶接部，接合部，貫通部に1 ( 10-5 cm3/sを超える漏れを認めないこと．六ふっ化硫黄ガスでは1 ( 10-7 cm3/sを超える漏れを認めないこと(ガスによって空気による希釈率が異なることに注意)
4.1.
測定器等
使用ガス：　

差圧計：
密閉方法：

4.2. 結　果
	加　　圧
	内　　圧

	開始時刻
	時　　 分
	Pa　

	終了時刻
	時　　 分
	Pa　

	経過時間
	 分
	

	溶接部，接合部，貫通部に(1 ( 10-5 cm3/s， 1 ( 10-7 cm3/s)を超える漏れを認めたか？　　　　　　　　　　(y，n)


4.3.
ヘリウム・六ふっ化硫黄ガス法試験判定
	判　定
	


5. HEPAフィルタ走査試験
検査日　　　　　年　　　月　　　日
5.1 根拠・方法・合格値：規格<　JIS K 3800:2009 5.2.2　>
a)
上流側濃度の10-4を超える漏れを示す箇所がないこと
5.2
測定器等
キャビネットの前処理

	エアロゾル発生器
	社名
	
	型式
	

	圧縮空気発生源
	

	エアロゾル
	
	
	使用量
	

	測定機
	社名
	
	型　　式
	

	
	吸引量
	L/分
	検出器口径
	mm

	
	
	
	校正
	　　　年　　月　　日


5.3
結　果
	
	給気HEPA
	排気HEPA

	上流側濃度
	スケール： 　　　%
	スケール：              　　　%

	10-4濃度
	スケール： 　　　%
	スケール：              　　　%

	開始時刻
	時　　　分
	時　　　分

	終了時刻
	時　　　分
	時　　　分

	最大濃度
	スケール：　　　　        %
	スケール：            　　　　%

	10-4濃度を超える漏れを認めたか？　(y，n)
	(y, n)      If yes，→2.5　補　修


5.4 HEPAフィルタ走査試験判定
	判　定
	


5.5 補　修
	材　料
	

	最大補修径
	　無し　　　　mm
	30 mm以下か？  (y,   n)

	合計補修面積
	　０,　　　　　%
	1%以下か？     (y,   n)

	If yes and yes
→ 再検査,  else
→ HEPA交換後，再検査


6 風速・風量試験

6.1 吹出し風速試験
検査日　　　　　年　　　月　　　日

6.1.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.5.1　＞

a)
各領域内の平均測定値が設定値の( 0.025 m/s以内であること
b)
各領域内の測定値は平均値の( 20%と( 0.08 m/sのいずれか大きい方の値以内であること

6.1.2 測定器等

キャビネットの前処理：

測定箇所・高さ：前面パネル下端より100 mm上方の高さ

平面図：

測定器：製造社名：

型　　式：
測定レンジ　　　　　m/s
最終校正：　方法：

日時：　　　　年　　　月　　　日

6.1.3 結　果
データシートA1参照
	吹き出し風速
	選定風速値m/s
	実測値  m/s
	オフセット(なし)

	A
	
	
	

	B
	
	
	

	C
	
	
	

	D
	
	
	

	E
	
	
	

	全領域(平均) *
	
	
	

	*領域分けのある場合にも平均値を記入

	平均流入風速
	
	
	オフセット(なし)


6.1.4 吹出し風速試験判定

	判　定
	


6.2 流入風速試験
検査日　　　　　年　　　月　　　日

6.2.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.5.2　＞ 
a)
平均流入風速値が設定風速値の( 0.025 m/s以内のこと．

b)
タイプA1では≧0.4 m/s，タイプA2, タイプB1, 及びタイプB2では≧0.5 m/s以上．

	設定風速値 又は
選定風速値　　　 (a)
	               m/s
	形式承認前: 設定風速値JIS K 3800 3 r
形式承認後: 選定風速値JIS K 3800 3 s


	前面開口部面積Sf  (b)
	               m2
	間口: 　　　　　　　　　m
高さ: 　　　　　　　　　m


6.2.2 測定器等

キャビネットの前処理：

測定器：製造社名：

型　　式：
測定レンジ　　　　　m3/min
フード開口寸法：　　　mm (　　　mm
最終校正：　方法：

日時：　　　　年　　　月　　　日

6.2.3 結　果
データシートA1参照

	流入風量

	平均値
	              m3/min
	[Qe] (c)               m3/s

	平均流入風速
	
[image: image1.wmf]f
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	(d = c / b)

                            m/s

	選定値との差
	(e) ＝ │(a)－(d)│
	m/s

	合格範囲
	(f) ≦ 0.025 m/s
	Yes  If no → 再検査


6.2.4 流入風速試験判定
	判　定
	


6.3 間口1 m当たり平均排気風量
検査日　　　　　年　　　月　　　日
6.3.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.5.3　＞ 
タイプA1は≧ 0.066 m2/s、タイプA2, タイプB1及びタイプB2は≧ 0.100 m2/s．
6.3.2 結　果・判　定
	排気風量　
	(a) ←6.2.3より
	m3/s

	作業空間両側面間距離
	(b)
	m

	間口当たり平均排気風量
	(c) = (a) / (b)
	m2/s

	判　定
	


7 気流方向試験
検査日　　　　　年　　　月　　　日

7.1 下向吹出し気流

7.1.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.6 a)　＞

a)
煙は滑らかに下に流れること．煙の流れない部位や，上向きに流れる部位がないこと

7.1.2 測定機等：
7.1.3 下向吹出し気流方向試験判定

	判　定
	


7.2 前面パネル内側

7.2.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.6 b)　＞

a)
煙は滑らかに下に流れること．煙の流れない部位や，上向きに流れる部位がないこと

b)
煙がキャビネットから漏出しないこと

7.2.2 測定機等：

7.2.3 前面パネル内側気流方向試験判定

	判　定
	


7.3 前面開口部周囲

7.3.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.6 c)　＞

a)
一度キャビネット内に入った煙はキャビネットから漏出しないこと．また，作業空間に漏入しないこと

7.3.2 測定機等：

7.3.3 前面開口部周囲気流方向試験判定

	判　定
	


7.4 可動形前面パネル

7.4.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.6 d)　＞

a)
煙はキャビネット外に漏出しないこと．また，吹出し気流に乱れを生じるような内向きの流入気流がないこと

7.4.2 測定機等：
7.4.3 可動形前面パネル気流方向試験判定
	判　定
	


8 気流バランス試験
8.1 作業者の安全性試験
検査日　　　　　年　　　月　　　日
8.1.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.4.1　＞
a)
6台のインピンジャの捕集液中のコロニ数は10個以下

b)
2台のスリットサンプラのコロニ数は5個以下

c)
陽性対照寒天平板のコロニ数は300個以上

d)
連続3回の検査すべてに合格すること

8.1.2 測定器等
枯草菌芽胞：B.subtilis globigii，5～8 ( 108 cfu/mL（蒸留水に懸濁）

ネブライザ：Collison 6-jet ネブライザ（外套管外径φ　　mm，噴霧口内径φ　　mm）

噴霧用ガス：


圧力調整：　　　　　　　（最大　　　　MPa）

試験用円筒：　　　　　製（φ　　　　mm）

インピンジャ：　　　　　　　　　個（吸引量12.5 L/分）

スリットサンプラ：　　　　　　　台（吸引量28.3 L/分）

捕集用フィルタ：　　　　　　　　　　　m
培　　地：


培養条件：　　(C 　　時間

8.1.3 作業者の安全性試験判定
データシートA1, A2, A3, B1, B2, B3添付
	添付
シート
	検査日
	オフセット
	判定

（シートより）
	総合判定

	
	
	吹出し風速*
	流入風速
	
	

	A1, B1
	
	なし
	なし
	
	

	A2, B2
	
	+ 0.05 m/s
	– 0.05 m/s
	
	

	A3, B3
	
	– 0.05 m/s
	– 0.05 m/s
	
	


* 領域分けのあるキャビネットについても吹出し風速は全領域の平均値とする．
8.2 試料保護試験
検査日　　　　　年　　　月　　　日
8.2.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.4.2　＞
a)
試験した寒天平板のコロニ数は試験ごとに5個以下

b)
陽性対照寒天平板のコロニ数は300個以上

c)
連続3回の検査すべてに合格すること

8.2.2 測定器等
枯草菌芽胞：B.subtilis globigii，5~8 ( 106 cfu/mL (蒸留水に懸濁)

ネブライザ：Collison 6-jetネブライザ(外套管外径φ　　mm，噴霧口内径φ　　mm)

噴霧用ガス：


圧力調整：　　　　　　　（最大　　　　MPa）

試験用円筒：　　　　　製（φ　　　　mm）

培　　地：


培養条件：　　(C 　　時間

8.2.3 試料保護試験判定
データシートB1, B2添付
	添付

シート
	検査日
	オフセット
	判定
	総合判定

	
	
	吹出し風速*
	流入風速*
	
	

	A1, C1
	
	なし
	なし
	
	

	A4, C2
	
	– 0.05 m/s
	+ 0.05 m/s
	
	


* 領域分けのあるキャビネットについても吹出し風速は全領域の平均値とする．
8.3 試料間の相互汚染防止試験
検査日　　　　　年　　　月　　　日
8.3.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.4.3　＞ 
a)
中心が作業空間側壁より360 mm以上離れた寒天平板のコロニ数は試験ごとに2個以下

a)
連続3回の検査すべてに合格すること（左右とも）

8.3.2 測定器等
枯草菌芽胞：B.subtilis globigii，5～8 ( 104cfu/mL (蒸留水に懸濁)
ネブライザ：Collison 6-jet ネブライザ（外套管外径φ　　mm，噴霧口内径φ　　mm）
噴霧用ガス：


圧力調整：　　　　　　　（最大　　　　MPa）

培　　地：


培養条件：　　(C 　　時間

8.3.3 相互汚染試験判定 
データシートD添付
	添付

シート
	検査日
	オフセット
	判定

(左右3回ずつ)

	
	
	吹出し風速
	流入風速
	

	
	
	なし
	なし
	


9. 流入風速代替法（前面開口部の熱線風速計測定法）　
検査日　　　年　　　月　　　日
9.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.5.2　＞ 
9.2 測定器等 

熱線風速計：製造社名：

型　　式：

測定レンジ

最終校正：方法：

日時：　　　　年　　　月　　　日

※キャビネットの前処理：

9.3 キャビネットの前面流入風速測定
※測定箇所

※結果

	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12

	A
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	B
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	平均値
	m/s


このときの流入風速直接測定法（基準）による前面流入風速値は　　　m/s（3.2項②より）

これより本測定時の係数はK＝　　　とする．

　　　　代替法平均風速　　　　m/s　 (　係数　　　　＝　前面流入風速　　　m/s

10. 騒音試験
検査日　　　年　　　月　　　日
10.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.7　＞ 
暗騒音57dB(A)以下の時、67dB(A)以下であること。
10.2 測定器等
騒音計：製造社名：
型　　式：

最終校正：　方法：
日時：　　　年　　月　　日

10.3 結　果 
	暗騒音
	dB(A)

	運転時騒音
	dB(A)


10.4 騒音試験判定
	判　定
	


11 照度試験
検査日　　　年　　　月　　　日
11.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.8　＞ 
平均照度は650 lx以上であること。個別の値は430 lx以上であること。

11.2 測定器等
騒音計：
製造社名：
型　　式：

最終校正：　方法：
日時：　　　年　　月　　日

11.3 結　果 
	左
	1
	2
	3
	4
	5
	平均
	右

	
	
	
	
	
	
	
	


11.4 照度試験判定
	判　定
	


12 振動試験
検査日　　　年　　　月　　　日
12.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.9　＞ 
作業台の3方向(x，y，z)に対する振動変位は5 m RMS以下であること。

12.2 測定器等 
振動計：
製造社名：
型式：

ピックアップ：
製造社名：
型式：

最終校正：　方法：
日時：　　　年　　月　　日

12.3 結　果
	方　向
	振　　動
	判　　定

	x
	m RMS
	？ ≦ 5 m RMS  (y，n)

	y
	m RMS
	？ ≦ 5 m RMS  (y，n)

	z
	m RMS
	？ ≦ 5 m RMS  (y，n)


12.4 振動試験判定
	判　定
	


13 安定度・強度試験（試験方法を示す写真を添付すること）
13.1 転倒試験
検査日　　　年　　　月　　　日
13.1.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.10.1　＞ 
後部上頭に440 N (44.9 kg)の力を前方向に加えた時、背面下部のもち上がりは1.6 mm以下であること。

13.1.2 転倒試験結果・判定
	もち上がり
	mm
	?  ≦ 1.6 mm
	判　定
	


13.2 ねじれ試験
検査日　　　年　　　月　　　日
13.2.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.10.2　＞ 
背面上端または側面上端に1,100 N (112.2 kg)の力を前方向または側方向に加えた時、前方または側面方向のねじれ変位が1.6 mm以下であること。

13.2.2 ねじれ試験結果・判定
	方　向
	測　定　値
	
	判　定

	前　方
	mm
	?  ≦ 1.6 mm
	

	側　方
	mm
	?  ≦ 1.6 mm
	


13.3 作業台のひずみ試験
検査日　　　年　　　月　　　日
13.3.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.10.3　＞ 
作業台中央に23 kgの重りを置いた後､恒久的な変形が残らないこと

13.3.2 作業台のひずみ試験結果・判定
	作業台中央の高さ
	試験前
	(基準)
	判　定
	

	
	試験後
	±          mm
	
	


13.4 傾き試験
検査日　　　年　　　月　　　日
13.4.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.10.1　＞ 
前面開口部下端中央に113 kgの重りを置いた時､背面脚部の床からのもち上がりは1.6 mm以下であること。

13.4.2 傾き試験結果・判定
	もち上がり
	mm
	?  ≦ 1.6 mm
	判　定
	


14 シンクの漏水試験
検査日　　　年　　　月　　　日
14.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.11　＞ 
シンクに水を満たし、1時間後に漏水を認めないこと。

14.2 シンクの漏水試験判定 
	判　定
	


15 絶縁抵抗試験
検査日　　　年　　　月　　　日
15.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.12　＞ 
非充電部と充電部間に500 V印加にて1 M(以上。但し電子装置は除く。

15.2 測定器等
製造社名：
型　式：

最終校正：
方　法：
日時：　　　年　　月　　日

15.3 結果
	測定値
	判　定

	500V印加
	? ≧ 1 MΩ (y，n)


15.4 絶縁抵抗試験判定
	判　定
	


16 耐電圧試験
検査日　　　年　　　月　　　日
16.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.13　＞ 
16.2 測定器等
測 定 器：　

製造社名：
型　　式：　

最終校正：　方法：
日時：　　　年　　月　　日

16.3 結  果
	測定値
	判　定

	1000V、1分間
	異常なし　（y，n）


16.4 耐電圧試験判定
	判　定
	


17 送風機の性能試験
検査日　　　年　　　月　　　日
17.1 根拠・方法・合格値：規格＜　JIS K 3800:2009 5.3　＞ 
25%静圧上昇による送風機処理風量の低下は、回転制御せずに25%以内であること。

17.2 測定機等
17.3 検査方法等 
a) キャビネットを設定風速値で運転する　データシートA1添付
b) 送風機吸込み側の初期負圧(NPi Pa), 及び送風機吹出し側の初期正圧(PPi Pa)を測定し記録する．
c) キャビネットの前面吸込み部をガムテープで塞ぎ、下式によって計算される25％静圧負荷，すなわち試験負圧(NPt Pa)に調整する。
NPt ≧ NPi + ＋1/4 PPi
ここに，
NPt:
試験負圧 (Pa)

NPi:
初期負圧 (Pa)

PPi:
初期正圧 (Pa)

d) キャビネットの吹き出し風速，及び流入風速を測定する　データシートA2添付
17.4 結果・判定 

	a) 運転確認
	吹出し風速

流入風速
	≦ 0.025 m/s
≦ 0.025 m/s
	判定
	(y, n)
(y, n)

	
	選定総風量
	m3/s
	総風量 × 0.75
	m3/s

	b) 初期圧
	初期負圧(NPi)
	Pa
	初期正圧(PPi)
	Pa

	c) 試験負圧
	25%加圧後計算値
	Pa
	判定
	(y, n)

	
	実測値 (NPt)
	Pa
	
	

	d) 風速測定
	吹出し風速

流入風速
	
	判定
	(y, n)
(y, n)

	e) 総風量
	m3/s
	変動 ≦ 25%
	判定
	(y, n)


18 送風機の性能曲線
以下に送風機の曲線を示し、＜JIS K3800:2009＞に適合することを示す。

風量減少率：（１－⑪÷⑫）×100 =　⑬% 　≦　25%  

	判　定
	


データシート(風速) A1 (選定風速用)
検査日　　　　年　　　月　　　日
	データシート名
	オフセット
	対象

	
	吹出し風速
	流入風速
	

	A1
	なし
	なし
	３者


条件
	
	選定風速値* m/s
	目標値  m/s
	

	吹き出し風速(全領域)
	
	
	オフセット(なし)

	A (     ), B (      ), C (     ), D (     ), E (     ): *領域分けのある場合は上に平均値を記入

	平均流入風速
	
	
	オフセット(なし)


1. 吹き出し風速
	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8

	後
	A
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	B
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	C
	
	
	
	
	
	
	
	

	前
	D
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	平均値
(a)
	設定風速値
(b)
	(a) – (b)
	判定
	(a) ( 0.8
	最低値
	判定
	(a) ( 1.2
	最高値
	判定

	A
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	B
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	C
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	D
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


測定条件　設定風速値(8.1参照)
2. 流入風速　DIMによる測定を標準としない場合は適宜データシートを作成すること

	流入風量

	測定値

       m3/min
	1
	2
	3
	4
	5

	
	
	
	
	
	

	平均値
	              m3/min
	[Qe] (c)               m3/s

	平均流入風速
	
[image: image2.wmf]f

e

i

S

Q

V

=


	(d = c / b)

                            m/s

	選定値との差
	(e) ＝ │(a)－(d)│
	m/s

	判定
	(f) ≦ 0.025 m/s
	(Yes,    No)       If no → 再検査


3. 総風量
	総風量  (m3/s)
	=
	吹出し風速 (m/s)
	×
	間口 (m)
	×
	奥行き (m)
	+
	流入風量 (m3/s)

	
	
	
	
	
	
	
	
	


データシート(風速) A2, A3, A4 (オフセット用)
検査日　　　　年　　　月　　　日

	データシート名
	オフセット
	対象

	
	吹出し風速
	流入風速
	

	A2
	+ 0.05 m/s
	– 0.05 m/s
	作業者安全性

	A3
	– 0.05 m/s
	– 0.05 m/s
	作業者安全性

	A4
	– 0.05 m/s
	+ 0.05 m/s
	試料保護


条件
	
	選定風速値* m/s
	目標値  m/s
	

	吹き出し風速(全領域)
	
	
	オフセット(+ 0.05；– 0.05)

	A (     ), B (      ), C (     ), D (     ), E (     ): *領域分けの場合も上に平均値を記入

	平均流入風速
	
	
	オフセット(+ 0.05；– 0.05)


1. 吹き出し風速 
	
	列
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8

	後

前
	A
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	B
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	C
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	D
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平均値 (a)
	設定風速値  (b)
	│(a) – (b)│ ≦ 0.025 m/s
	判定

	全体
	
	
	m/s  If Yes, No
	


2. 流入風速　DIMによる測定を標準としない場合は適宜データシートを作成すること

	前面開口部
	間口
	m

	面積    [Sf] (c)
	m2
	高さ
	m

	流入風量

	測定値

       m3/min
	1
	2
	3
	4
	5

	
	
	
	
	
	

	平均値
	              m3/min
	[Qe] (d)               m3/s

	平均流入風速
	
[image: image3.wmf]f

e

i

S

Q

V

=


	(e = d / c)

                            m/s

	選定値との差
	(f) ＝ │(a)－(e)│
	m/s

	流入風速判定
	(f) ≦ 0.025 m/s
	(Yes,  No)      If No → 再検査


3. 総風量

	総風量  (m3/s)
	=
	吹出し風速 (m/s)
	×
	間口 (m)
	×
	奥行き (m)
	+
	流入風量 (m3/s)

	
	
	
	
	
	
	
	
	


データシートB1, B2, B3 (作業者の安全性試験)
検査日　　　　年　　　月　　　日
	
	選定風速値 m/s
	目標値  m/s
	

	吹き出し風速(全領域)
	
	
	オフセット(なし；+ 0.05；– 0.05)

	平均流入風速
	
	
	オフセット(なし；+ 0.05；– 0.05)


	検査　No. 1
	コロニ数
	許容値
	判　定

	対照平板
	
	≧ 300
	

	インピンジャ
	
	≦ 10
	

	スリットサンプラ(分)
	0－5
	4.5－10.5
	10.5－15
	
	

	左
	
	
	
	≦ 5
	

	右
	
	
	
	
	

	
	検査　No. 1　判定
	


	検査　No. 2
	コロニ数
	許容値
	判　定

	対照平板
	
	≧ 300
	

	インピンジャ
	
	≦ 10
	

	スリットサンプラ(分)
	0－5
	4.5－10.5
	10.5－15
	
	

	左
	
	
	
	≦ 5
	

	右
	
	
	
	
	

	
	検査　No. 2　判定
	


	検査　No. 3
	コロニ数
	許容値
	判　定

	対照平板
	
	≧ 300
	

	インピンジャ
	
	≦ 10
	

	スリットサンプラ(分)
	0－5
	4.5－10.5
	10.5－15
	
	

	左
	
	
	
	≦ 5
	

	右
	
	
	
	
	

	
	検査　No. 3　判定
	


作業者の安全性判定
	判　定
	


データシートC1, C2 (試料保護)
検査日　　　　年　　　月　　　日

	
	検査　No. 1
	
	中央
	対照平板
	≧300
	

	
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9

	後
	50
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	40
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	30
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	前
	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	

	合計
	
	許容値
	≦ 5
	判　定
	


	
	検査　No. 2
	
	中央
	対照平板
	≧300
	

	
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9

	後
	50
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	40
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	30
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	前
	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	

	合計
	
	許容値
	≦ 5
	判　定
	


	
	検査　No. 3
	
	中央
	対照平板
	≧300
	

	
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9

	後
	50
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	40
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	30
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	前
	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	

	合計
	
	許容値
	≦ 5
	判　定
	


試料保護試験判定
	判　定
	


データシートD (相互汚染防止試験)
検査日　　　　年　　　月　　　日

	No. 1 (左)
	↓ 左壁より355 mm
	
	No. 4 (右)  右壁より355 mm↓

	
	
	1
	2
	3
	4
	
	5
	6
	7
	8

	後
	50
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	40
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	30
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	前
	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	合計
	≦ 2
	判　定
	
	
	合計
	≦ 2
	判　定
	


	No. 2 (左)
	↓ 左壁より355 mm
	
	No. 5 (右)  右壁より355 mm↓

	
	
	1
	2
	3
	4
	
	5
	6
	7
	8

	後
	50
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	40
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	30
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	前
	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	合計
	≦ 2
	判　定
	
	
	合計
	≦ 2
	判　定
	


	No. 3 (左)
	↓ 左壁より355 mm
	
	No. 6 (右)  右壁より355 mm↓

	
	
	1
	2
	3
	4
	
	5
	6
	7
	8

	後
	50
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	40
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	30
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	前
	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	合計
	≦ 2
	判　定
	
	
	合計
	≦ 2
	判　定
	













































































タイプ　　　　（循環気率　　％）
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